
広報いよし (10)

税
務
課
（
内
線
５
３
１
～
５
３
４
）

所
得
税
の
確
定
申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
！

■
確
定
申
告
書
の
受
付
期
間

　

平
成
１８
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

の
相
談
や
申
告
書
の
受
付
期
間
は
、
２

月
１６
日
㈮
～
３
月
１５
日
㈭
で
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
の
期
間
中
、
松
山
税

務
署
で
は
、
２
月
１８
日
㈰
・
２５
日
㈰
に

限
り
、
日
曜
日
も
確
定
申
告
の
相
談
や

申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
平
成

１８
年
分
の
所
得
税
か
ら
適
用
さ

れ
る
主
な
改
正
事
項

①
定
率
減
税
額
が
所
得
税
の
１０
％（
最

高
１２
万
５
千
円
）に
変
わ
り
ま
し
た
。

（
改
正
前
…
２０
％
、
最
高
２５
万
円
）

②
寄
付
金
控
除
の
適
用
下
限
額
が
５
千

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
改
正
前
…
１
万
円
）

③
１
回
の
支
払
額
が
、
次
に
よ
り
計
算

し
た
金
額
以
下
で
あ
る
配
当
等
が
、
確

定
申
告
を
要
し
な
い
小
額
配
当
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

「
１０
万
円
×
配
当
計
算
期
間
の
月
数（
最

高
１２
か
月
）／
１２
」

※
こ
の
改
正
は
、
配
当
等
の
支
払
の
基
準
日

　

が
、
平
成
１８
年
５
月
１
日
以
降
で
あ
る
も

　

の
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
確
定
申
告
は
正
し
く

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
ら
が
税
法
に

従
い
、
所
得
金
額
と
税
額
を
正
し
く
計

算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
と
い
う
「
申

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
等
の
作
成
が
で
き
ま
す

■
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く

だ
さ
い
。

・「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、

申
告
書
等
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

・
自
動
計
算
機
能
で
、
記
載
も
れ
や
計

算
誤
り
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
れ
ば
、

税
務
署
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
ほ
か
、
消
費
税

　

等
の
確
定
申
告
書
、
青
色
決
算
書
・
収
支

　

内
訳
書
、
医
療
費
の
明
細
書
、
住
宅
借
入

　

金
等
特
別
控
除
額
の
計
算
明
細
書
等
が

　

作
成
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp

告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た

り
、
誤
っ
た
申
告
を
す
る
と
、
本
来
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
、
延
滞
税
も
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、納
付
す
べ
き
税
額
の
２０
％
、

１５
％
又
は
１０
％（
不
正
な
行
為
が
あ
っ

た
よ
う
な
場
合
に
は
、
４０
％
又
は
３５
％
）

の
割
合
で
加
算
税
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

１
年
間
の
所
得
金
額
と
税
額
を
正
し

く
計
算
し
、
お
早
め
に
申
告
と
納
税
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
振
替
納
税
の
利
用
に
つ
い
て

　

振
替
納
税
は
、
振
替
日
に
指
定
口
座

か
ら
自
動
的
に
納
税
さ
れ
ま
す
の
で
、

う
っ
か
り
納
税
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
な
く
な
り
、
大
変
便
利
で
す
の
で
、
振

替
納
税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

新
た
に
振
替
納
税
を
ご
利
用
に
な
る

場
合
は
、
３
月
１５
日
㈭
ま
で
に
ご
利
用

先
の
金
融
機
関
、
又
は
、
税
務
署
に
置
い

て
あ
る
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼

納
付
書
送
付
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

松
山
税
務
署（
☎
９
４
１
ー
９
１
２
１
）

■
申
告
書
等
の
作
成
が
で
き
た
方
は
、

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）へ
。

　

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

作
成
し
た
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を
使
っ

て
、
自
宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
・
納
税

等
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.e-tax

.n
ta.g
o
jp

■
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

　

ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
還
付
申
告
書

を
提
出
す
る
と
、
税
金
の
還
付
が
早
く
な

り
ま
す
。（
処
理
期
間
を
こ
れ
ま
で
の
６

週
間
程
度
か
ら
３
週
間
程
度
に
短
縮
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。）

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
、

電
子
申
告
用
デ
ー
タ

を
作
成

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、

作
成
し
た
申
告
用

デ
ー
タ
を
送
信
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産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
３
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
『
勤
労
者
教
育
融
資
』
制
度

　

市
で
は
、
労
働
金
庫
と
提
携
し
、
市
内

の
勤
労
者
の
皆
さ
ん
や
そ
の
家
族
の
方

の
教
育（
高
等
学
校
卒
業
後
就
学
年
限

２
年
生
以
上
）に
必
要
な
資
金
を
融
資

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

○
市
内
に
居
住
又
は
居
住
し
よ
う
と
す

　

る
２０
歳
～
５９
歳
の
勤
労
者
で
、
同
一

　

事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る

　

方

○
市
税
を
完
納
し
、
前
年
の
給
与
所
得

　

が
１５０
万
円
以
上
１
千
万
円
未
満
の
方

■
融
資
金
額　

１
世
帯
３００
万
円
以
内

■
返
済
期
間　

１５
年
以
内（
据
置
期
間

４
年
含
む
）

■
金
利　

年
２
・
０
０
％
（
固
定
金
利
）

《
平
成
１８
年
１１
月
現
在
》

■
保
証　

労
働
金
庫
の
指
定
す
る
保
証

機
関
の
保
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

四
国
労
働
金
庫
愛
媛

支
店（
☎
９
４
８
ー
１
１
２
１
）
又
は
、

産
業
経
済
課
。

総
務
課
（
内
線
５
６
０
・
５
６
１
）

嘱
託
職
員
（
介
護
支
援
専
門
員
）
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
期
間　

　

１
月
１５
日
㈪
～
２６
日
㈮

■
募
集
人
員

○
主
任
介
護
支
援
専
門
員　

１
人

※
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
」

　

を
終
了
し
、
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
実

　

務
経
験
を
有
す
る
者
。

○
介
護
支
援
専
門
員　

若
干
名

■
職
務
内
容

○
主
任
介
護
支
援
専
門
員･

･
･

包
括
的

支
援
事
業（
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
業
務
）

○
介
護
支
援
専
門
員･

･
･

介
護
予
防
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

■
雇
用
期
間　

平
成
１９
年
４
月
１
日
～

平
成
２０
年
３
月
３１
日（
次
年
度
以
降
更

新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
勤
務
場
所　

伊
予
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
・
平
成
１９
年
４
月
１

日
設
置
予
定
）

■
勤
務
条
件

○
勤
務
時
間　

（
原
則
）月
曜
日
～
金
曜

日
、
８
時
３０
分
～
１７
時
３０
分

○
休
日　

（
原
則
）
週
休
２
日
（
土
・
日
）、

休
日
、
年
末
年
始

○
報
酬
月
額　

１
７
０
，７
０
０
円

○
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保

険
あ
り

○
交
通
費
、
期
末
手
当
あ
り（
市
職
員
に

準
じ
て
支
給
）

■
選
考
方
法　

第
１
次
審
査（
面
接
）に

よ
る
。
面
接
日
時
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

①
履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
結
構
で
す
）

②
介
護
支
援
専
門
員
登
録
証
明
書
の
写

し※
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
場
合
は
、
研
修

　

終
了
証
の
写
し
を
添
付
。

③
運
転
免
許
証
の
写
し

　

①
～
③
を
伊
予
市
総
務
部
総
務
課
人

事
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
間

　

８
時
３０
分
～
１７
時
３０
分（
休
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課
人
事
担
当

（
〒
７
９
９
ー
３
１
９
３
、
伊
予
市
米
湊

８２０
番
地
）

　

６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
一
定
の
障
害

の
あ
る
方
は
、
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ

り
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
で
、
次
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳

・
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ
る
級
別
の
、

　

１
～
３
級
に
該
当
す
る
方

・
同
表
の
４
級
の
一
部
に
該
当
す
る
方

一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は

『
老
人
保
健
制
度
』
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

保
険
年
金
課
（
内
線
５
４
５
）

○
精
神
障
害
者
手
帳

・
障
害
等
級
の
１
・
２
級
に
該
当
す
る
方

○
療
育
手
帳

・
手
帳
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
表
示
が

　
「
Ａ
」
又
は
「
Ｂ
」
の
う
ち
、
身
体
障
害
者

　

手
帳
４
～
６
級
所
持
者
に
該
当
す
る

　

方
■
窓
口
に
持
参
す
る
物

○
身
体
障
害
者
手
帳
等（
障
害
の
程
度

が
わ
か
る
も
の
）

○
被
保
険
者
証

○
印
鑑

伊予市役所☎９８２－１１１１（代）中山地域事務所☎９６７－１１１１（代）　双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）

社会福祉事業功労者の

『厚生労働大臣表彰』を受賞

　国では、福祉事務所等の職員として

永年地域社会の福祉向上に顕著な功

績を尽くされた方を表彰しています。

　この度、吉澤京子さん（福祉課）の功

績が認められ、受賞にいたりました。
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～
支
え
あ
い
・
助
け
合
い
～

伊
予
市
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

福
祉
課
（
内
線
５
５
６
）

長
寿
介
護
課
（
内
線
５
５
０
）

健
康
増
進
課
（
内
線
７
３
３
）

　

伊
予
市
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

と
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
大
災
害

発
生
時
に
、
被
害
を
受
け
や
す
い
高
齢

者
や
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
名
簿
登

録
し
、
消
防
や
民
生
児
童
委
員
、
地
域
の

協
力
者
と
共
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

■
登
録
の
対
象
者

○
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者（
７０
歳
以

上
）

○
寝
た
き
り
高
齢
者（
７０
歳
以
上
で
、
介

護
度
３
以
上
）

○
身
体
障
害
の
あ
る
方（
手
帳
１
～
３

級
）主
に
単
身
生
活
の
方（
７０
歳
未
満
）

○
知
的
障
害
の
あ
る
方（
療
育
手
帳
所

持
者
）主
に
単
身
生
活
の
方（
７０
歳
未
満
）

○
精
神
障
害
の
あ
る
方（
手
帳
１
～
３

級
）主
に
単
身
生
活
の
方（
７０
歳
未
満
）

○
障
害
者
だ
け
の
世
帯　

な
ど

※
施
設
等
入
所
者
は
除
き
ま
す
。

☆
ど
ん
な
災
害
の
と
き
？

①
震
度
５
以
上
の
地
震

②
避
難
勧
告
や
指
示
の
で
た
風
水
害
等

③
そ
の
他

☆
だ
れ
に
ど
ん
な
協
力
を
し
て
も
ら
え

る
の
？

　

ま
ず
、
自
助
努
力
が
必
要
な
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
自

主
防
災
組
織
、
消
防
団
、
民
生
委
員
、
高

齢
者
家
庭
相
談
員
、
近
隣
の
協
力
員（
あ

ら
か
じ
め
２
人
程
度
の
方
に
お
願
い

し
て
お
き
ま
す
）等
の
皆
さ
ん
に
次
の

よ
う
な
こ
と
を
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま

す
。

①
災
害
情
報
の
伝
達

②
安
否
の
確
認

③
避
難
所
へ
の
誘
導　

な
ど

☆
登
録
申
請
の
方
法
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
？

　

市
で
把
握
し
て
い
る
方
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
法
で
既
に
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
窓
口
に
置
い
て

あ
る
申
請
書
に
記
入
し
、
そ
の
情
報
を

協
力
関
係
者
が
共
有
す
る
た
め
に
、
提

供
す
る
こ
と
の
同
意
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

・
独
居
高
齢
者
、
寝
た
き
り
高
齢
者
は
、

長
寿
介
護
課

・
障
害
者
、
障
害
者
世
帯
は
、

福
祉
課
、
又
は
、
健
康
増
進
課

水
道
課
（
内
線
７
１
２
）

水
道
検
針
票
の
広
告
を
募
集
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
平
成
１９
年
度
か
ら
水
道
検

針
票
の
裏
面
に
有
料
広
告
の
掲
載
を
行

い
ま
す
。

　

水
道
検
針
票
は
、
２
か
月
に
一
度
、
本

庁
地
区
の
上
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る

全
て
の
家
庭
・
企
業
に
配
布
し
て
お
り
、

１
回
あ
た
り
約
１
１
，０
０
０
枚
、
年
間

６
回
で
約
６
６
，０
０
０
枚
配
布
さ
れ

ま
す
。

①
掲
載
の
位
置

　

『
上
下
水
道
使
用
量
等
の
お
知
ら
せ
』

の
裏
面

②
掲
載
面
積

　

全
枠（
縦
１０２
㎜
×
横
６７
㎜
）又
は
１
／
２

枠（
縦
５０
㎜
×
横
６７
㎜
）

③
掲
載
の
カ
ラ
ー

　

水
色
・
赤
色
の
２
色
刷
又
は
ど
ち
ら

か
の
１
色
刷

④
広
告
の
掲
載
料

　

全
枠（
年
間
１
０
０
，
０
０
０
円
）又

は
１
／
２
枠（
年
間
５
０
，０
０
０
円
）

※
た
だ
し
、
掲
載
料
の
か
わ
り
に
検
針
票
の

　

現
物
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

　

ま
す
。

⑤
配
布
枚
数

　

年
間
約
６
６
，０
０
０
枚

■
申
し
込
み
方
法

　

水
道
課
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.c
ity.iyo

.e
h
im
e
.jp
/)

で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
受
付
期
間

　

１
月
４
日
㈭
～
３１
日
㈬

縦５０㎜×横６７㎜

年間５０，０００円

（１/ ２枠の場合）

 ■掲載面積
　縦１０２㎜×横６７㎜

 ■掲載料
　年間１００，０００円

 ■カラー
 　水色・赤色の２色
 刷、又は、どちらかの
 1 色刷り

（全枠の場合）

縦５０㎜×横６７㎜

年間５０，０００円

■裏面（広告掲載イメージ図）



上水道当直水道指定工事事業者
◆土・日曜日、祝日の上水道の故障など緊急業務は、
次の当直水道指定工事事業者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

１

１㈪ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

２㈫ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０
３㈬ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８
６㈯ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１
７㈰ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８
８㈪ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８
１３㈯ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２
１４㈰ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３
２０㈯ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６
２１㈰ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

２７㈯ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

２８㈰ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

２
３㈯ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７
４㈰ 佐伯工業所 灘　町 ９８３－１２４４

※中山地区、双海地区の簡易水道をご利用の方は、次の指定
工事事業者にお問い合わせください。

　中山地区　㈲升田金物店　☎９６７－００６７
　　　　　　㈲田中興業　　☎９６７－１３１７
　　　　　　㈱中山建設　　☎９６７－１０３５
　　　　　　㈲栄電機設備　☎９６７－１３１８
　双海地区　藤岡工業㈱　　☎９８６－０３５０

MUNICIPAL
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シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（１１月末日現在）

１１月 累　計 前 年 比

侵 入 盗 ４１件 １４６件 ＋４５件

自 動 車 盗 ０件 ４件 ー２件

オートバイ盗 ３件 １０件 ー１９件

自 転 車 盗 ７件 ５３件 ー４７件

車 上 ねらい ２件 ３６件 ー１０件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（１１月末日現在）

１１月 累計 前年比

発　生 ３３件 ２２７件 ー１５件

死　者 ０人 ３人 ー　５人

傷　者 ４２人 ２９１人 －１８人

成
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん

２０
歳
の
ス
タ
ー
ト
は
国
民
年
金
か
ら

保
険
年
金
課
（
内
線
５
４
７
）

　

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
権
利
と
と
も
に
、
義
務
も
生
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
も

大
切
な
義
務
の
一
つ
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
を
中
心
と
し

た
若
い
世
代
が
納
め
る
保
険
料
が
、
今

の
お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え
、
ま
た
、
皆

さ
ん
自
身
の
老
後
の
生
活
を
保
障
す
る

だ
け
で
な
く
、
万
一
の
事
故
や
病
気
に

も
備
え
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
で
す
。

　

２０
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
皆
さ
ん

は
、「
年
金
な
ん
て
遠
い
将
来
の
こ
と

…
」
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、「
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
も
言
い
ま
す
。
将

来
を
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
に
も
、
今

か
ら
き
ち
ん
と
手
続
き
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
で
安
心
な
口

座
振
替
の
ご
利
用
を
！

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
自
動
的

に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

「
つ
い
う
っ
か
り
」
と
い
っ
た
納
め
忘
れ

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
毎
月

納
め
る
手
間
が
省
け
て
、
大
変
便
利
で

す
。

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
免
除
制
度
・
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
の
申
請
を
！

　

所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
申
請
を
し
て
承
認
さ

れ
る
と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
が
免
除
、

又
は
、
猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
中
の

障
害
な
ど
不
慮
の
事
態
に
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

年
金
手
帳
・
印
鑑
を
持
参
の
上
、
保

険
年
金
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
学
生
納
付
特
例
制

度
が
あ
り
ま
す

　

学
生
本
人
に
収
入
が
な
い
場
合
、
届

出
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
在
学
中
の

保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害

な
ど
不
慮
の
事
態
に
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

在
学
証
明
書
、
又
は
、
学
生
証（
両
面

写
し
）、
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、

保
険
年
金
課
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
保
険
年
金
課
、
又
は
、

　

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所（
☎
９
２
５
ー

　

５
１
０
５
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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■伊予市管内の火災と救急出場件数（１１月末日現在）

種別 １１月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 ０

０

本庁 １０

１４中山 ０ 中山 ３

双海 ０ 双海 １

救急出場

件 数

本庁 １１８

１５４

本庁 １，２３８

１，６６２中山 １８ 中山 １８６

双海 １８ 双海 ２３８

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

『
心
肺
蘇
生
法
』
が
変
わ
り
ま
し
た

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

『
携
帯
電
話
に
よ
る

１１９
番
通
報
に
つ
い
て
』

　

皆
さ
ん
は
、
心
肺
蘇
生
法
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　

心
臓
や
呼
吸
の
止
ま
っ
た
人
の
治

療
は
、
１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。
救
急
車

が
来
る
ま
で
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

て
は
、
助
か
る
命
も
助
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
必
要
な
の
が
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
人
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
で
す
。

　

そ
の
心
肺
蘇
生
法
が
一
部
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

○
主
な
改
正
点

・
呼
吸
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
心
肺
蘇

　

生
を
開
始
す
る
。

・
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
の
比
率
が
３０

　
対
２
に
変
更

・
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の

　

使
用
方
法

・
口
対
口
の
人
工
呼
吸
が
た
め
ら
わ
れ

　

る
場
合
な
ど
は
、
胸
骨
圧
迫
の
み
を

　

行
う
な
ど
で
す
。

　

心
肺
蘇
生
法
を

全
く
知
ら
な
い
皆

さ
ん
は
、
呼
び
か

け
た
り
、
身
体
を

叩
い
た
り
し
て
反

応
の
無
い
人
に
は
、

呼
吸
を
確
認
し（
１０
秒
以
内
）普
段
ど
お

り
の
呼
吸
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
胸
の

中
央（
想
像
上
の
両
乳
首
を
結
ん
だ
中

央
）
を
１
分
間
に

１００
回
程
度
４
～
５

㎝（
子
ど
も
は
胸
の

厚
さ
の
１
／
３
程

度
）沈
む
ほ
ど
強
く

圧
迫
し
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
れ
だ
け
で
、
尊
い
命
を
助
け
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
勇
気
を
持
っ
て

心
肺
蘇
生
法
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
す
で
に
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
を
受
け
た

　

方
や
、
変
更
前
の
心
肺
蘇
生
法
が
で
き
る

　

方
は
、
従
前
の
方
法
が
否
定
さ
れ
た
わ
け

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
分
が
で
き

　

る
方
法
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

　

携
帯
電
話
に
よ
る
１１９
番
通
報
は
、
電

波
を
受
信
し
た
基
地
局
の
所
在
す
る
消

防
署
に
電
話
が
か
か
り
ま
す
。

　

伊
予
市
に
お
い
て
は
、
過
去
山
口
県

柳
井
市
か
ら
１１９
番
通
報
が
か
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
愛
媛
県
下
な
ら
、

災
害
の
発
生
し
た
場
所
の
管
轄
消
防
署

へ
１１９
番
の
転
送
が
で
き
ま
す
の
で
、
保

留
に
な
っ
て
も
電
話
を
切
ら
ず
、
そ
の

ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
が

切
れ
た
際
は
、
再
度
１１９
番
す
る
か
、
電
源

　

各
種
団
体
や
会
社
等（
有
志
の
方
が

何
人
か
集
ま
れ
ば
可
）で
救
急
講
習
等

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
り
詳
し

い
応
急
手
当
の
方
法
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）の
取
り
扱
い
方
法

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

呼吸の確認

この部分（手
の ひ ら の 付
け根）で圧迫
する。

を
切
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ

い
、
消
防
署
か
ら
掛
け
な
お
し
ま
す
。

※
伊
予
市
で
は
、

１１９
番
通
報
の
セ
ン
タ
ー
方

　

式
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
中
山
出
張
所
、
双

　

海
出
張
所
へ
転
送
さ
れ
ま
す
。

伊予市消防出初式
のお知らせ

■日時　１月２１日（日）

　　　　９時３０分～

■場所　長沢グラウンド
　　　 （伊予市中山町佐礼谷１号４）
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